
  

 

休日急患歯科診療所は午前中のみの診療としておりますが、今年の年末年始は終日に変更します。受付時間は、午前が

９時 30 分から 11 時 30 分、午後が 13 時から 15 時までとなり、診療の開始時間が 30 分早まります。当番の先生方におかれ

ましてはお間違えの無いようにお願いいたします。また通常の日曜・祝日の診療は１月より開始時間が９時３０分からに変更

となりますが、今年度中は午前中のみの診療とします。 

  

【公衆衛生部】 

≪一 般≫（妹尾） 

12 月末日で今年度の歯周病検診の期間が終わります。

記入の間違いで多いものを列記します。歯数は空欄にせず、

０か本数を記入すること。CPI 欄にコードでなく、ポケットの

深さを記入していること。判定区分は①②③のいずれかに

限り、複数は不可となります。以上のことに注意して、来年

1 月 9 日（火）までに事務局に提出してください。 

≪教 育≫（島津） 

来年度の合同歯科検診は、５月から６月にかけて本年度と

同様に A・B 日程方式で実施予定です。日程や担当して

いただく学校等の詳細は、決まり次第ご連絡いたします。

また、健康上の理由などで免除をご希望される先生がおら

れましたら、お早めに事務局までご連絡をお願いいたします。 

≪訪 問≫（白髭） 

(一社)桐生市歯科医師会が提供している iOS アプリ「くちけん

（口から健康アプリ）」をご存じですか？「オーラルディアドコ

キネシス」の評価では、専用の機器がない場合、紙とペンを

使って測る手間がありますが、このアプリを使うと「パ」「タ」

「カ」の回数を簡単に計測できます。対象者の登録や結果の

保存、再生も可能です。無料のアプリですので、是非ダウン

ロードをして口腔機能健診の際にご活用ください。 

【技工学院】（居樹） 

先日の歯ッピーフェアには、２年生の学生が参加いたし

ました。大変勉強になり、良い経験にもなったようです。この

場を借りて御礼申し上げます。 

現在、来年度の入学希望者を対象に、毎月入学試験を

行っています。高校３年生だけでなく、社会人で興味のある

方なども募集を行っております。お知り合いなど、ご興味の

ある方が周りにおられましたら是非ご紹介ください。よろしく

お願いします。 

【総務部】 

≪医療管理≫（浜崎） 

10 月１日(日)より、岡山県の最低賃金が 932 円に引き上げられ

ました。2013 年が 703 円でしたから、この 10 年で 230 円ほど

引き上げられたことになります。特に今年度は過去最大幅となる

昨年比 40 円の引き上げとなっていますので、毎年の引き上げ

額についても確認をお願いします。 

≪厚 生≫（平松） 

11/19(日)に歯ッピーフェア 2023 を天満屋で開催いたしました。

４年ぶりの通常開催となりましたが盛会裡に終えることができ

ました。出務いただいた先生方、ご協力いただきありがとうござい

ました。今回初導入となったスタンプラリー/ガラポンも好評でした

ので来年以降も継続して参りたいと思います。このイベントは

会員の先生方の協力無くしてはなし得ません。今後もご無理の

ない範囲でのご参加、ご協力をどうぞ宜しくお願いいたします。 

≪広 報≫（後藤） 

市歯報道はご覧いただけましたでしょうか。岡山県歯科衛生士

会からの寄稿もあり、先生方だけでなくスタッフの方々にも読ん

でいただきやすい内容となっております。是非ご一読ください。 

【研修部】 

≪社会保険≫（小橋） 

新たに CAD/CAM 冠用材料「松風ブロック PEEK」が保険

適用されることが承認されました。現在「PEEK」に限ってですが、

対合関係や隣在歯の状況にかかわらず、すべての大臼歯に

適用できます。 

≪研修企画≫（平松） 

令和６年２月７日に岡大泌尿器科の荒木教授をお招きして講演

いただきます。医科歯科連携や病診連携、またご自身の健康に

おいても理解を深めておいて損は無い分野になるかと思います

ので、奮ってご参加ください。令和６年３月にはコロナ禍で中断して

おりました救急蘇生講習会を開催する予定です。こちらも詳細が

決定しましたらご報告いたします。 

２月７日(水) 第 220 回学術臨床放談会(20:00) 県歯２Ｆ もも丸ホール 

来年の１月から子ども医療費の外来通院自己負担が小学生無料、中学生１割へと拡大されます。県内の他の市町村では

すでに１８歳未満は無料のところもありますので、もどかしく思われている先生も多いのではないでしょうか？先日、市長が

税収の基となる最高路線価の伸び率が今年は岡山市が県庁所在地で全国トップだったとお話しされていました。ただ中心部

の発展だけでは持続可能な社会とはなりません。岡山市で暮らす市民１人ひとりに優しい政策を歯科医師会として今後も

要望していきたいと考えおります。

 


